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●戸籍の電算化に向けて準備が進んでいます
●後期高齢者医療制度
●世田谷区マラソンで中川町の選手が完走
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◆
見
や
す
く
な
り
ま
す

　

縦
書
き
の
文
章
体
で
書
か
れ
た

も
の
か
ら
、
横
書
き
の
項
目
別
で

書
か
れ
た
も
の
に
変
わ
り
、
表
示

さ
れ
る
数
字
が
漢
数
字
（
例
・
壱
、

弐
、
参
）
か
ら
算
用
数
字
に
変
わ

り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
ど
こ
に

何
が
書
か
れ
て
い
る
か
が
分
か
り

や
す
く
な
り
ま
す
。

◆
文
字
が
一
般
的
な
も
の
に

　
　
　
　
　
　
　
　

変
わ
り
ま
す

　

電
算
化
後
、
戸
籍
に
氏
名
の
文

字
、
常
用
漢
字
や
人
名
用
漢
字
・

漢
和
辞
典
な
ど
の
文
字
で
記
載
さ

れ
る
た
め
、
書
き
ぐ
せ
な
ど
に
よ

り
辞
書
な
ど
に
載
っ
て
い
な
い
よ

う
な
文
字
は
使
え
な
い
こ
と
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
文
字
は
今
回
の
電

算
化
に
伴
い
、
辞
書
な
ど
に
載
っ

て
い
る
文
字
に
置
き
換
え
て
記
録

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ

は
、
戸
籍
の
表
記
上
の
文
字
を
置

き
変
え
る
だ
け
で
、
氏
名
そ
の
も

の
が
変
更
さ
れ
る
わ
け
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

該
当
す
る
方
に
は
２
月
上
旬
頃

に
文
書
で
お
知
ら
せ
が
届
き
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

◆
戸
籍
謄
本
・
抄
本
の

　
　
　
　
　

名
称
が
変
わ
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
戸
籍
や
除
籍
の
全
員

の
証
明
を
「
謄
本
」、
個
人
の
証
明

を
「
抄
本
」
と
呼
ん
で
い
ま
し
た

が
、
電
算
化
さ
れ
る
と
左
の
よ
う

な
名
称
に
な
り
ま
す
。

※
証
明
書
交
付
の
手
数
料
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。

●
戸
籍　
　
　

1
通　

4
5
0
円

●
除
籍
・
改
製
原
戸
籍

　
　
　
　
　
　

1
通　

7
5
0
円

●
戸
籍
附
票　

1
通　

2
1
0
円

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

戸
籍
電
算
化
の
利
点

電
算
化
で
何
が
変
わ
る
？

謄
本　

↓　

全
部
事
項
証
明

抄
本　

↓　

個
人
事
項
証
明

と
う
ほ
ん

し
ょ
う
ほ
ん

電算化後の戸籍の例 現状の戸籍の例
　

戸
籍
事
務
の
電
算
化
に
よ
っ
て
、
事
務
処
理
が
早
く
な
り
、
戸
籍
謄
本

や
抄
本
な
ど
を
交
付
す
る
際
の
窓
口
で
の
待
ち
時
間
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

電
算
化
の
対
象
と
な
る
の
は
、
本
籍
が
中
川
町
に
あ
る
方
の
戸
籍
で
す
。

住
所
が
中
川
町
内
に
あ
っ
て
も
、
本
籍
が
中
川
町
以
外
の
方
は
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。

戸籍の電算化
平成24年3月17日開始予定
戸籍謄本などの交付事務が迅速化します
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※
支
給
額
が
、
5
0
0
円
未
満
の

　

場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

※
自
己
負
担
限
度
額
の
所
得
区
分

　

は
、
毎
年
7
月
31
日
現
在
の
所

　

得
区
分
が
適
用
さ
れ
ま
す
。

6 7万円
5 6万円
3 1万円
1 9万円

現役並み所得者
一　　　　　般

住　民　税
非課税世帯

所 得 区 分

（年額：8月1日～翌年7月31日）

合算した場合の限度額
自己負担限度額

区分Ⅱ
区分Ⅰ

　

同
じ
世
帯
の
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
加
入
者
の
方
全
員
が
1
年
間

に
支
払
っ
た
「
お
医
者
さ
ん
に
か

か
っ
た
と
き
の
自
己
負
担
額
」
と
、

「
介
護
保
険
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用

し
た
と
き
の
利
用
者
負
担
額
」
を

合
算
し
た
金
額
が
、
下
表
の
「
合

算
し
た
場
合
の
限
度
額
」
を
超
え

る
と
、
超
え
た
分
が
高
額
介
護
合

算
療
養
費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

支
給
額
は
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
と
介
護
保
険
で
支
払
っ
た
自

己
負
担
額
の
割
合
に
応
じ
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
保
険
者
か
ら
支
払
わ
れ

ま
す
。

※
毎
年
8
月
か
ら
そ
の
翌
年
7
月

　

末
ま
で
の
医
療
保
険
と
介
護
保

　

険
の
自
己
負
担
額
の
合
計
を
も

　

と
に
計
算
し
ま
す
。

※
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
ま
た
は

　

介
護
保
険
の
自
己
負
担
額
の
い

　

ず
れ
か
が
0
円
の
場
合
は
対
象

　

と
な
り
ま
せ
ん
。

「
高
額
介
護
合
算
療
養
費
」

の
制
度
と
申
請
手
続
き

75
歳
以
上
の
方
と
65
歳
〜
74
歳
で
一
定
の
障
が
い
の
あ
る
方
が
対
象

　

な
お
、
平
成
22
年
8
月
1
日
か

ら
平
成
23
年
7
月
31
日
ま
で
の
間

に
町
外
か
ら
転
入
さ
れ
た
方
や
他

の
医
療
保
険
か
ら
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
に
加
入
さ
れ
た
方
な
ど
は
、

以
前
の
医
療
保
険
や
介
護
保
険
で

の
自
己
負
担
額
証
明
書
が
必
要
な

場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
広
域
連
合

で
は
、
被
保
険
者
の
皆
様
に
健
康

や
医
療
に
対
す
る
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
発
行
を
ご
希

望
の
方
に
医
療
費
通
知
を
送
付
し

て
い
ま
す
。

　

医
療
費
通
知
の
送
付
を
希
望
さ

れ
る
方
は
、
お
手
数
で
す
が
、
役

場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

す
で
に
「
送
付
を
希
望
す
る
」

こ
と
を
ご
連
絡
い
た
だ
い
て
い
る

方
は
、
再
度
の
ご
連
絡
は
必
要
あ

り
ま
せ
ん
。

●
医
療
費
通
知
と
は
？

　

半
年
ご
と
（
1
〜
6
月
、
7
〜

12
月
）
に
医
療
機
関
な
ど
で
診
療

を
受
け
た
際
に
か
か
っ
た
医
療
費

の
額
を
と
り
ま
と
め
、
毎
年
3
月

●
所
得
区
分

①
現
役
並
み
所
得
者
‥
住
民
税
の

　

課
税
所
得
が
1
4
5
万
円
以
上

　

あ
る
加
入
者
と
そ
の
方
と
同
じ

　

世
帯
に
い
る
加
入
者
の
方
で
す
。

②
区
分
Ⅱ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

③
区
分
Ⅰ
‥
世
帯
全
員
が
住
民
税

　

非
課
税
で
あ
り
、
次
の
い
ず
れ

　

か
に
該
当
す
る
方
に
適
用
さ
れ

　

ま
す
。

・
世
帯
全
員
が
所
得
0
円
の
方

　

（
公
的
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

　

そ
の
受
給
額
が
80
万
円
以
下
）

・
老
齢
福
祉
年
金
を
受
給
さ
れ
て

　

い
る
方

④
一
般
‥
①
〜
③
以
外
の
方

《
申
請
手
続
き
》

　

平
成
22
年
度
分
（
平
成
22
年
8

月
1
日
か
ら
平
成
23
年
7
月
31
日

ま
で
）
の
期
間
に
つ
い
て
支
給
の

対
象
と
な
る
方
に
は
、
平
成
24
年

1
月
以
降
に
申
請
手
続
き
の
ご
案

内
を
し
ま
す
。

と
9
月
に
ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。

　

受
診
年
月
、
診
療
を
受
け
た
医

療
機
関
名
、
診
療
区
分
、
日
数
、

医
療
費
の
総
額
が
一
覧
で
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

診
療
を
受
け
た
記
録
が
な
い
場

合
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、

診
療
内
容
の
審
査
な
ど
の
都
合
上
、

一
部
の
受
診
記
録
が
記
載
さ
れ
て

い
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
確
定
申
告
な
ど
の
「
医

療
費
控
除
」
の
領
収
書
の
代
わ
り

と
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合☎
0
1
1
・
2
9
0
・
5
6
0
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

医
療
費
通
知

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
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1
1
0
番
は
、
事
件
や
事
故
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
に
警
察
へ
緊
急

通
報
を
す
る
た
め
の
電
話
で
す
。
事
件
や
事
故
な
ど
の
内
容
に
基
づ
い

て
必
要
な
事
項
を
質
問
す
る
の
で
、
あ
わ
て
ず
落
ち
着
い
て
正
し
く
答

え
て
く
だ
さ
い
。

　

携
帯
電
話
で
1
1
0
番
通
報
す
る
場
合
、
車
を
運
転
し
な
が
ら
の
通

報
は
法
令
違
反
と
な
り
ま
す
。
必
ず
安
全
な
場
所
に
停
止
し
て
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

　

急
を
要
し
な
い
相
談
や
照
会
な
ど
は
、
警
察
相
談
電
話
（
＃
9
1
1

0
）
ま
た
は
美
深
警
察
署
、
中
川
ま
た
は
佐
久
駐
在
所
へ
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

冬
道
の
交
通
事
故
防
止
の
ポ
イ
ン
ト

・
急
発
進
、
急
加
速
、
急
ハ
ン
ド
ル
、
急
ブ
レ
ー
キ
を
し
な
い

・
夏
の
運
転
よ
り
も
10
キ
ロ
以
上
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す

・
交
差
点
付
近
は
特
に
注
意

・
車
両
の
性
能
を
過
信
し
な
い

・
ス
リ
ッ
プ
し
て
も
急
ブ
レ
ー
キ
を
踏
ま
な
い

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

美
深
警
察
署　

☎
2
・
1
1
1
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
川
駐
在
所　

☎
7
・
2
0
1
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
久
駐
在
所　

☎
8
・
5
0
7
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　

警
察
相
談
電
話　

☎
＃
9
1
1
0

駐 在 所
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「
ま
め
ち
ょ
遊
び
の
広
場
」

　

低
年
齢
の
子
ど
も
を
も
つ
保

護
者
や
妊
婦
の
皆
さ
ん
の
交
流

を
図
り
、
子
育
て
の
始
ま
り
を

と
も
に
支
え
あ
う
関
係
づ
く
り

の
場
で
す
。

　

乳
幼
児
向
け
の
お
も
ち
ゃ
や

小
物
づ
く
り
を
通
し
て
、
出
産

や
育
児
経
験
の
話
を
し
た
り
、

様
々
な
情
報
交
換
を
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
と
保
護
者
の
遊
び
や

体
験
の
幅
を
広
げ
た
り
、
一
緒

に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
る
楽
し

さ
や
感
動
の
共
感
を
通
し
て
子

ど
も
の
発
達
を
促
す
手
助
け
を

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

左
の
よ
う
な
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。

①季節の行事や日本古来からの行事を楽しむ活動
　（ハロウィン、節分など）
②町内の公園や施設を訪ね、自然に親しむ活動
　（ナポートパーク、林業試験場、住民バス乗車）
③季節の遊び（水遊び、雪遊びなど）
④制作遊び（こいのぼり、水遊び道具づくり）
⑤親子料理（簡単なおやつづくりと会食）
⑥野菜や花植え
　（収穫したものは、親子料理や季節の行事で使います）

＊どなたでも、お気軽に足をお運びください。
＊ご高齢の方もぜひ遊びに来てください。先輩として、育児や生活の知恵など
　を教えていただけると助かります。

緊
急
通
報
は
1
1
0
番
、

緊
急
通
報
は
1
1
0
番
、

　
　
　
　

　
　
　
　
　

相
談
電
話
は
＃
9
1
1
0

相
談
電
話
は
＃
9
1
1
0

冬
道
は　

危
険
が
い
っ
ぱ
い

冬
道
は　

危
険
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
！

ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
！

緊
急
通
報
は
1
1
0
番
、

　
　
　
　
　

相
談
電
話
は
＃
9
1
1
0

冬
道
は　

危
険
が
い
っ
ぱ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
ス
ロ
ー
ダ
ウ
ン
！

問い合わせ先　子育て支援センター　☎7－2022

　

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ま
め
ち
ょ
」
で
は
、「
遊
び

の
広
場
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

主
な
対
象
者
別
に
2
種
類
の

遊
び
の
広
場
が
あ
り
ま
す
。

1
歳
半
ま
で
の
子
ど
も

を
持
つ
保
護
者
と

　
　
　
　

妊
婦
が
対
象

就
学
前
の
子
ど
も
と

　
　
　

保
護
者
が
対
象
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「
お
し
ら
せ
君
」
の
そ
ば
に
あ

る
灰
色
の
ボ
ッ
ク
ス
か
ら
伸
び
る

白
い
配
線
が
あ
り
ま
す
（
左
写
真

の
矢
印
部
）。こ
の
直
径
2
〜
3
ミ

リ
メ
ー
ト
ル
の
細
い
配
線
の
中
に

は
光
フ
ァ
イ
バ
ー
が
入
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
配
線
が
折
れ
る
と
「
お

し
ら
せ
君
」
が
使
え
な
く
な
り
ま

す
の
で
、
折
ら
な
い
よ
う
に
気
を

つ
け
て
く
だ
さ
い
。

　統計調査員としての永年の功績を讃え、各種表彰を受賞された３氏に対して、中川町から
記念品などを贈呈しました。

平成23年度統計功労者
北海道知事表彰

菊 田 啓 美 氏

問い合わせ先　総務課企画財政室　☎7－2819

◆設置工事のときに、丸めたケーブルをまとめて壁などに留め
　てある場合は、なるべくそのままで使ってください。

◆やむを得ず、伸ばしたケーブルを壁際などに這わせている場
　合は、じゅうたん・家具・椅子などでケーブルを踏まないよ
　うに十分気をつけてください。配線カバーをかぶせるなどの
　保護をすると効果的です。

おしらせ君の
お知らせ

光
ケ
ー
ブ
ル
を
折
ら
な
い
で

万が一、ケーブルが折れたときは
役場へお知らせください

平成23年度北海道社会貢献賞
（統計功労）

永年の功績に対して中川町からお祝い

藁 谷 和 美 氏

平成23年度統計功労者表彰
（統計調査員表彰）
総務大臣表彰

村 田 光 男 氏
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中
川
町
国
保
加
入
者
の
平
成
22

年
度
の
医
療
費
は
、
約
1
億
9
6

0
0
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
1
人
あ
た
り
で
見
て
み

た
の
が
下
表
で
、
前
年
度
よ
り
一

般
の
医
療
費
、
退
職
者（
注
）の
医

療
費
は
と
も
に
大
き
く
伸
び
て
い

る
の
が
わ
か
り
ま
す
。

　

医
療
費
が
増
え
る
と
、
国
保
の

財
政
を
圧
迫
し
、
保
険
税
の
引
き

上
げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

一
人
ひ
と
り
が
日
頃
か
ら
疾
病
を

予
防
し
、
健
康
的
な
生
活
を
心
が

け
ま
し
ょ
う
。

上
手
な
お
医
者
さ
ん
の

　
　
　
　
　

か
か
り
方

●
お
医
者
さ
ん
の
か
け
持
ち
は

　

や
め
、
か
か
り
つ
け
医
を
持

　

ち
ま
し
ょ
う

●
時
間
外
、
休
日
受
診
は
な
る

　

べ
く
避
け
ま
し
ょ
う

●
む
や
み
に
薬
を
欲
し
が
る
の

　

は
や
め
ま
し
ょ
う

●
お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指

　

示
を
守
り
ま
し
ょ
う

●
定
期
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

国
民
年
金
は
、
老
後
や
も
し
も

の
と
き
に
あ
な
た
の
大
き
な
支
え

と
な
り
ま
す
。
保
険
料
の
納
め
忘

れ
が
続
く
と
、
老
後
に
年
金
が
受

け
取
れ
な
く
な
る
ば
か
り
か
、
納

付
が
遅
れ
る
こ
と
で
障
害
年
金
や

遺
族
年
金
を
受
け
取
れ
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。
も
し
も
の
と
き
に

後
悔
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
保

険
料
は
き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

（
納
期
は
、
翌
月
末
で
、
2
年
経

過
す
る
と
時
効
に
な
り
納
め
ら
れ

な
く
な
り
ま
す
）。

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　

国
民
年
金
に
は
、
保
険
料
納
付

の
免
除
や
猶
予
制
度
が
あ
り
ま
す
。

納
付
が
困
難
だ
か
ら
と
い
っ
て
そ

の
ま
ま
に
せ
ず
、
必
ず
役
場
で
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
が
困
難
な
と
き
は

　
　
　
　

「
保
険
料
免
除
制
度
」

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
、
保
険

料
を
納
め
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認

さ
れ
る
と
保
険
料
納
付
の
全
額
ま

た
は
一
部
（
4
分
の
3
、
2
分
の

1
、4
分
の
1
）が
免
除
さ
れ
ま
す
。

保
険
料
免
除
は
、
本
人
と
配
偶
者
、

世
帯
主
の
前
年
所
得
が
一
定
額
以

下
で
あ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

◆
30
歳
未
満
の
方
は

　
　

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

本
人
が
30
歳
未
満
の
場
合
に
利

用
で
き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ

る
と
保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
ま
す
。
納
付
猶
予
は
、
本

人
と
配
偶
者
の
前
年
所
得
が
一
定

額
以
下
で
あ
れ
ば
、
世
帯
主
の
前

年
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認
さ
れ

ま
す
。

◆
学
生
の
方
は

　
　
　

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

本
人
が
学
生
の
場
合
に
利
用
で

き
ま
す
。
申
請
が
承
認
さ
れ
る
と

保
険
料
の
全
額
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
ま
す
。
学
生
納
付
特
例
は
、
本

人
の
前
年
の
所
得
が
一
定
額
以
下

で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
や
世
帯
主
の

前
年
の
所
得
に
か
か
わ
ら
ず
承
認

さ
れ
ま
す
。

　
　

保
険
料
免
除
な
ど
が
承
認

　

さ
れ
た
期
間
は
、
老
後
に
年

　

金
を
受
け
取
る
た
め
の
資
格

　

期
間
に
含
ま
れ
る
だ
け
で
な

　

く
、
万
一
の
と
き
に
障
害
基

　

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
を

　

受
け
取
る
資
格
期
間
に
も
含

　

ま
れ
ま
す
。
ま
た
、
失
業
し

　

た
方
は
、
離
職
票
や
失
業
保

　

険
資
格
者
証
な
ど
を
添
付
す

　

れ
ば
、
前
年
の
所
得
に
関
係

　

な
く
免
除
さ
れ
る
特
例
も
あ

　

り
ま
す
の
で
、
必
ず
ご
相
談

　

を
お
願
い
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
年
金
事
務
所

☎
0
1
6
6
・
2
7
・
1
6
1
1

住
民
課
住
民
サ
ー
ビ
ス
室

　
　
　
　
　
　

☎
7
・
2
8
1
4

医
療
費
の
状
況

（
注
）
退
職
者
…
長
年
勤
め
た
会

社
な
ど
を
退
職
し
て
国
保
に
加
入

し
た
65
歳
未
満
の
方
と
そ
の
家
族

（
被
扶
養
者
）
を
指
し
、
退
職
者

医
療
制
度
で
医
療
を
受
け
ま
す
。

◎1人あたり医療費と道内順位

平成21年度
平成22年度
伸び率

一　　　般
280,561円
332,530円
18.5％

131位
79位
－

退　職　者
371,282円
674,945円
81.8％

97位
9位
－

合　　　計
285,296円
347,075円
21.7％

129位
68位
－

＊医療費とは、国保加入者が病院などで支払った額と国保で負担した額の合計額です。
＊道内の国保保険者数は、平成21年度・22年度とも157保険者となっています。

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

ご
存
じ
で
す
か
？

こくほこくほ

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う

国
民
年
金
保
険
料
は
遅
れ
ず
に

　
　
　
　
　
　
　

き
ち
ん
と
納
め
ま
し
ょ
う
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おすすめおすすめおすすめ

　幸福のときも、不幸に見舞われたときも、
互いを思いやり、友情を育み続けることが
できた２人‥‥。一編の詩画を囲んで、50
年来の友人が言葉をかわす、友情の詩画集。

　足と手のダブル刺激で、顔も身体もリン
パ・アンチエイジング！足や手を刺激する
ことによって人体の浄化装置を働かせるゾ
ーンセラピーの具体的なやり方をビジュア
ルに紹介。

　

日
頃
の
で
き
ご
と
や
風
景
・
季
節
に
感
じ
た
こ

と
思
っ
た
こ
と
を
短
歌
で
一
首
ま
た
は
、
俳
句
で

一
句
詠
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　

短
歌
や
俳
句
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
が
い
ら
っ

し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

 

短
歌
同
好
会　

俳
句
紫
苑
会　

　
　

   

連
絡
先（
ど
ち
ら
も
）古
市
和
子
さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　

☎
7
・
2
8
5
0

●
月
刊
会
報
「
ま
ほ
ろ
ば
」
を
ご
希
望
の
方
は
、

　

年
会
費
5
0
0
円
の
購
読
会
員
制
を
ご
利
用

　

く
だ
さ
い
。

　

お
申
し
込
み
は
、
事
務
局
（
古
市
和
子
さ
ん

　

☎
7
・
2
8
5
0
）
へ
お
願
い
し
ま
す
。

し
お
ん

〔
短　

歌
〕

グ
ル
メ
な
ど
と
飽
食
に
生
き
る
人
も
い
て
飢
え
に
苦
し
む
人
も
多
か
り　
　
　
　
　
　

鎌
田　

陽
子

去
年
ま
で
茸
狩
し
た
落
葉
松
の
切
株
と
な
り
淋
し
き
風
景　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

群
れ
ず
馴
れ
ず
頼
ら
ず
に
在
る
わ
が
老
い
の
終
着
駅
に
花
壇
は
あ
り
や　
　
　
　
　
　

小
林　

淑
子

ふ
と
見
れ
ば
夏
の
名
残
り
か
雲
聳
え
た
だ
そ
れ
だ
け
で
今
日
は
い
い
日　
　
　
　
　
　

佐
竹　

敏
章

日
盛
り
の
暑
さ
と
虫
を
払
ひ
つ
つ
雑
草
毟
る
夏
の
闘
い　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

水
中
に
ゆ
ら
り
と
我
を
解
放
し
飽
き
ず
泳
ぎ
し
放
課
後
の
プ
ー
ル　
　
　
　
　
　
　
　

山
内　

智
子

飽
食
の
時
代
を
育
つ
孫
た
ち
に
戦
時
の
く
ら
し
伝
う
と
語
る　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
内
ミ
ツ
ヱ

春
来
し
と
喜
ぶ
現
束
の
間
に
ク
ル
ミ
の
実
が
落
ち
秋
を
知
ら
さ
る　
　
　
　
　
　
　
　

山
田　
　

昇

旅
じ
た
く
解
い
て
洗
た
く
機
ぐ
る
ん
ぐ
る
吾
の
日
常
回
り
は
じ
め
る　
　
　
　
　
　
　

横
山
や
す
こ

舟
を
出
し
天
塩
の
流
れ
に
委
ぬ
れ
ば
身
は
川
の
面
の
泡
と
同
化
す　
　
　
　
　
　
　
　

吉
田　

ケ
イ

〔
俳　

句
〕

初
雪
を
ふ
み
て
引
越
し
新
世
帯　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

河
野　
　

廣

晩
秋
の
彩
を
満
し
て
青
の
池　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
市　

和
子

ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸ま ち の 文 芸

　野山や公園へ出かけて、色づく木の落ち
葉、木々の冬越しのようすを観察してみよ
う。紅葉や落ち葉、冬芽、葉痕のひみつを
豊富な写真とともに紹介する。

７ 広報なかがわ
2012. 1月号

「
紅
葉・落
ち
葉・

　
　
　
冬
芽
の
大
研
究
」

岡
崎　

務　
文

　瓶屋の主人が斬り殺され、“ぼんくら”同
心・井筒平四郎は調べに乗り出す。その斬
り口は、前にあがった身元不明の亡骸と同
じだった。両者をつなぐ隠され続けた20
年前の罪とは‥‥。

児
童
書

宮
部
み
ゆ
き　
著

「
お
ま
え
さ
ん
」

星
野
富
弘　
著

「
風
の
詩
」

「
足
と
手
の
リ
ン
パ・ツ
ボ

世
界
一
や
さ
し
い
速
攻
デ
ト
ッ
ク
ス
」

五
十
嵐
康
彦　
著

う
つ
つ
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【
今
月
の
テ
ー
マ
】  

健
康
長
寿
の
た
め
に 

〜
超
高
齢
時
代
を
自
分
ら
し
く
生
き
る
た
め
に
〜

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

保
健
だ
よ
り

　

高
齢
期
に
な
る
と
、
一
病
息
災
と
も
い
う
よ
う
に
、
誰
も
が
病
気

と
付
き
合
い
な
が
ら
生
き
て
い
ま
す
。
さ
て
、
そ
の
医
療
費
を
、
あ

る
夫
婦
の
例
か
ら
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　

こ
の
夫
婦
は
、
68
歳
の
夫
と
65
歳
の
妻
の
二
人
暮
ら
し
で
す
。
35

年
前
に
建
て
た
家
に
住
ん
で
い
て
、
借
金
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仕
事
は

定
年
退
職
し
て
い
て
、
収
入
源
は
高
齢
者
就
労
セ
ン
タ
ー
の
賃
金
と

年
金
で
す
。
二
人
と
も
生
活
習
慣
病
で
通
院
治
療
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
は
独
立
し
て
遠
方
に
暮
ら
し
、
自
分
た
ち
の
生
活

で
い
っ
ぱ
い
で
経
済
的
な
余
裕
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
年
代
の
平
均
的
な
医
療
費

は
約
8
0
0
0
円
な
の
で
、
こ
の

夫
婦
の
医
療
費
は
、
や
や
多
い
と

い
え
ま
す
。

　

こ
の
二
人
が
抱
え
る
病
気
は
す

べ
て
生
活
習
慣
病
で
す
。
生
活
習

慣
病
は
、
若
い
う
ち
か
ら
予
防
し

て
い
れ
ば
、
発
症
を
防
い
だ
り
、

遅
ら
せ
た
り
、
悪
化
さ
せ
ず
に
す

み
ま
す
。

　

も
し
、
こ
の
夫
婦
の
生
活
習
慣

病
が
予
防
で
き
て
い
れ
ば
、
毎
月

2
万
円
も
支
出
す
る
こ
と
は
な
く

な
り
、
通
院
に
か
か
る
時
間
や
交

通
費
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
の
分
、
楽
し
い
時
間
が
過
ご
せ

そ
う
で
す
。

　左表のように、老後の暮らしには意外とお金がかかるも
のです。足りない分は貯金からまかなうことになります。
　もし、十分な貯金がなかったら、皆さんはどの経費から
節約しますか？　娯楽や教養費でしょうか、それとも水道
光熱費でしょうか？

妻は、高血圧・脂質異常症
で通院していて、病院代と
薬代が月平均で8,000円

　実は、医療費を節約するために必要な治療を
中断する人が少なくありません。

中川町国民健康保険の加入者で、特定
健診を受けていない方は、中川町立診
療所で受けることができます。

6万2,246円

2万2,588円

1万9,270円

9,337円

6,318円

3万5,746円

3万1,447円

5万9,597円

合計　24万6,549円

食費

住宅（維持修繕）費

水道光熱費

家具・家事用品費

被服・靴代

交通・通信費

娯楽・教養費

その他

項　　目 金　額

世帯の1ヶ月の収入と支出（60-69歳）
平成22年9月総務省統計データから引用

2人の医療費は、月2万円！

2人の収入月額は、国民年金のみでは
約11万6,000円

　

一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。
将

来
設
計
を
考
え
る
と
き
に
、
健
康

管
理
も
忘
れ
ず
に
お
願
い
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ん
が
こ
の
先
も
健

や
か
に
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
お
祈

り
し
て
い
ま
す
。

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　保健師　☎7－2813

夫は、高血圧・高尿酸・糖尿
病で通院していて、病院代と
薬代が月平均で1万2,000円
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冬
は
夏
と
比
べ
て
食
中
毒
に
関
し
て
油
断
し
が
ち
に
な
り

ま
す
。
し
か
し
、
冬
は
夏
に
多
い
細
菌
性
食
中
毒
が
少
な
く

な
る
一
方
、
ウ
イ
ル
ス
性
食
中
毒
が
多
く
発
生
す
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
特
に
、
冬
に
増
加
傾
向
に
あ
る
の
が
ノ
ロ
ウ
イ

ル
ス
に
よ
る
食
中
毒
や
集
団
感
染
で
す
。

　

こ
の
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ
た
食
品
を
食
べ
て
感
染
す
る

こ
と
か
ら
食
中
毒
の
原
因
に
な
る
ほ
か
、
人
か
ら
人
に
感
染

す
る
こ
と
で
感
染
性
胃
腸
炎
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

患
者
数

事
件
件
数

ノロウイルスによる食中毒の月別発生状況
（平成21年厚生労働省食中毒統計資料から引用）

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
食
中
毒
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

食
べ
る
こ
と

育
つ
こ
と

「
食
」に
関
す
る
情
報
を
お
伝
え
し
ま
す
！

食
育
通
信

食
育
通
信

食
育
通
信

しあわせ

問い合わせ先　住民課幸福推進室　栄養士　☎7－2813

感
染
期
間

　

症
状
が
治
ま
っ
て
も
、
便
に

ウ
イ
ル
ス
が
含
ま
れ
て
い
る
間

は
他
の
人
に
感
染
さ
せ
る
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。
一
度
発
症
す

る
と
、
1
週
間
〜
1
ヶ
月
程
度

は
ウ
イ
ル
ス
が
存
在
し
ま
す
。

感
染
し
た
と
思
っ
た
ら

　

嘔
吐
や
下
痢
の
症
状
が
あ
る

と
き
は
、
早
め
に
病
院
な
ど
を

受
診
し
て
く
だ
さ
い
。
小
さ
な

子
ど
も
や
高
齢
者
は
、
下
痢
や

嘔
吐
で
脱
水
症
状
を
起
こ
す
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
、
特
に
水

分
の
補
給
に
気
を
つ
け
て
く
だ

さ
い
。

原
因

①
汚
染
さ
れ
た
二
枚
貝
な
ど
を

生
や
加
熱
不
足
で
食
べ
た
こ
と

に
よ
る
感
染

②
感
染
者
の
嘔
吐
物
や
排
泄
物

が
触
れ
た
手
や
食
品
か
ら
ウ
イ

ル
ス
が
口
に
入
る
こ
と
に
よ
る

感
染

症
状

　

吐
き
気
、
嘔
吐
、
下
痢
、
腹

痛
、
発
熱
な
ど
の
風
邪
に
似
た

症
状
が
現
れ
、
ほ
と
ん
ど
の
場

合
1
〜
2
日
で
治
ま
り
ま
す
。

潜
伏
期
間

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
か
ら

1
〜
2
日
で
症
状
が
現
れ
ま
す
。

①
石
け
ん
で

　

手
を
洗
い
ま
し
ょ
う

　

帰
宅
後
、
調
理
前
、
食
事
前
、

ト
イ
レ
の
後
、
汚
物
処
理
の
後

な
ど
に
、
ぬ
る
ま
湯
を
使
う
な

ど
し
て
丁
寧
に
洗
い
ま
し
ょ
う
。

②
食
品
を
し
っ
か
り

　
　

加
熱
し
ま
し
ょ
う

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚
染
さ
れ

た
食
品
で
も
「
中
心
温
度
85
℃

以
上
で
１
分
間
の
加
熱
」
を
す

れ
ば
、
感
染
性
は
な
く
な
る
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。

③
調
理
道
具
な
ど
を

　
　

消
毒
し
ま
し
ょ
う

　

家
族
に
症
状
が
出
た
ら
、
調

理
道
具
な
ど
を
十
分
に
洗
っ
た

後
、
85
℃
以
上
の
熱
湯
で
１
分

間
以
上
煮
沸
消
毒
し
ま
し
ょ
う
。

加
熱
で
き
な
い
も
の
は
、
台
所

用
塩
素
系
漂
白
剤
（
次
亜
塩
素

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
で
消
毒
し
ま

し
ょ
う
。

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
基
礎
知
識

予
防
対
策

　500㎖ペットボトル
の容器にペットボトル
のキャップ１～２杯の
漂白剤を入れ、水で満
たします。
　作った消毒液に消毒
したい物を約30分浸
します。

※十分な効果を得るた
　めに、消毒液は使う
　たびに新しく作りま
　しょう。

消毒液の作り方
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山崎　子さん（88歳） 日下スミ子さん（88歳）

米寿おめでとうございます

𠮷田ヱミ子さん（77歳）

岡部あき子さん（99歳）

喜寿おめでとうございます

白寿おめでとうございます

ご長寿さん
まちの
ご長寿さん

まちの
ご長寿さん

まちの

　

中
川
町
と
交
流
を
深
め
て
い
る
東
京
都
世
田
谷
区
の
「
世
田
谷
区
2
4
6
ハ

ー
フ
＆
健
康
マ
ラ
ソ
ン
」
に
参
加
し
、
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
交
流
を
深
め
て
き

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
気
温
が
20
度
を
超
え
る
好
天
に
恵
ま
れ
、
約
3
0
0
0
人
の
ラ
ン

ナ
ー
が
一
堂
に
会
す
る
な
か
、
中
川
町
か
ら
参
加
し
た
山
下
祐
輔
さ
ん
が
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
の
完
走
を
果
た
し
ま
し
た
。
下
高
井
戸
商
店
街
の
加
藤
さ
ん
が
自

転
車
で
山
下
さ
ん
と
併
走
し
て
い
た
だ
き
、
初
め
て
走
る
世
田
谷
で
の
力
強
い

応
援
と
な
り
ま
し
た
。

　

大
会
終
了
後
に
は
、
全
国
か
ら
同
じ
く
参
加
を
し
て
い
る
9
自
治
体
と
世
田

谷
区
と
の
交
流
を
す
る
場
も
あ
り
、
充
実
し
た
日
程
と
な
り
ま
し
た
。

「後半苦しい場面もありましたが、
完走できてほっとしました」と語っ
てくださった山下祐輔さん

【
問
い
合
わ
せ
先
】
産
業
振
興
課
産
業
振
興
室　

☎
7
・
2
8
1
6

世
田
谷
区
マ
ラ
ソ
ン
で

　
　
　
　

中
川
町
の
選
手
が
完
走



火災・救急出動件数

火災出動　0件
救急出動　51件

平成23年11月30日現在

11 広報なかがわ
2012. 1月号

11月16日●議会総務常任委員会
　　　　●議会経済常任委員会
11月22日●教　育　委　員　会　議
12月2日●選 挙 管 理 委 員 会
12月8日●農 業 委 員 会 総 会

議会・　　　
各種委員会の
　　開催状況

中
川
消
防
支
署
か
ら

中
川
消
防
支
署
か
ら

　

出
初
式
は
新
春
を
告
げ
る
風
物
詩
と
し
て
、
全
国
各
地
で
行
な

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
24
年
の
年
頭
に
あ
た
っ
て
、
中
川
消
防
団
第
一
分
団
が
獅

子
舞
と
と
も
に
、
無
火
災
、
家
内
安
全
を
祈
願
し
中
川
市
街
を
練

り
歩
き
、
舞
を
披
露
し
ま
す
。

　

ど
う
ぞ
ご
観
覧
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

◎
開　

催　

日　

平
成
24
年
1
月
10
日（
火
）

◎
獅
子
舞
披
露　

午
前
9
時
〜　

中
川
町
市
街

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す

中
川
消
防
支
署
へ
の
ご
相
談
、お
問
い
合
わ
せ
は
☎
7
・
2
1
1
9
番
ま
で

あ
り
が
と
う　
　
　

　
　
　

ご
ざ
い
ま
す

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
付

•
夫
（
弘
雄
様
）
死
去
に
際
し
て

　
　
　
　
　
　
　

水
野　

静
枝　

様

•
叔
母
（
福
地
ト
ミ
様
）
死
去
に
際

し
て

　
　
　

豊
富
町　

福
地
タ
ケ
子　

様

•
母
（
白
田
キ
ヌ
エ
様
）
死
去
に
際

し
て

　
　
　
　
　
　
　

葦
本
ヒ
デ
子　

様

•
社
会
福
祉
推
進
の
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　

赤
塚　

榮
藏　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

社
会
福
祉
協
議
会
、
一
心
苑
に
寄
贈

　

季
節
の
も
の
を
含
め
て
次
の
方
々

よ
り
「
志
」

　
ポ
ン
ピ
ラ
ア
ク
ア
リ
ズ
イ
ン
グ　

様

　
　
　
　
　
　
　

大
工　

芳
信　

様

　
　
　
　
　
　
　

岡
田
富
美
子　

様

　
　
　
　
　
　
　

匿
名
（
1
名
）
様

中　

川　

水
野　

弘
雄　

様
（
86
歳
）

謹
ん
で
お
悔
や
み

　
　
　

申
し
上
げ
ま
す

　

消
火
栓
や
防
火
水
槽
な
ど
の
消
防
水
利
周
辺
5
メ
ー
ト
ル

以
内
の
部
分
は
、
道
路
交
通
法
に
よ
り
駐
車
禁
止
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

駐
車
車
両
が
一
刻
を
争
う
消
火
活
動
の
障
害
と
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
の
で
、
交

通
ル
ー
ル
を
守
り
「
安

心
・
安
全
の
町
づ
く
り
」

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

防
火
水
槽
周
辺
の
駐
車
は

　
　
　
　
　
　
　

ご
遠
慮
く
だ
さ
い

出
初
式
が
挙
行
さ
れ
ま
す



　

冬
に
な
る
と
、
「
西
高
東
低
」

と
呼
ば
れ
る
冬
型
の
気
圧
配
置
が

多
く
現
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

日
本
の
西
方
に
当
た
る
大
陸
に
高

気
圧
が
あ
り
、
東
の
海
上
に
低
気

圧
が
あ
り
、
日
本
付
近
で
は
等
圧

線
の
間
隔
が
込
ん
だ
気
圧
配
置
で

す
。
一
般
的
に
冬
型
の
気
圧
配
置

で
は
、
大
陸
か
ら
の
北
寄
り
の
乾

い
た
季
節
風
が
暖
か
い
日
本
海
を

吹
き
渡
る
間
に
多
量
の
水
分
（
水

蒸
気
）
が
補
給
さ
れ
、
大
気
の
状

態
が
不
安
定
と
な
り
雲
が
発
生
し

ま
す
。
こ
の
雲
が
日
本
海
側
を
中

心
に
多
く
の
雪
を
降
ら
せ
る
の
で

す
。

　

旭
川
地
方
気
象
台
で
は
、
降
雪

に
よ
る
交
通
機
関
な
ど
へ
の
影
響

の
度
合
い
を
考
慮
し
、
大
雪
警
報

や
注
意
報
を
発
表
し
て
警
戒
や
注

意
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。
そ
の

他
に
、
雪
を
伴
う
強
い
風
で
吹
雪

や
吹
き
だ
ま
り
に
よ
る
交
通
障
害

に
警
戒
･
注
意
を
要
す
る
場
合
に

は
暴
風
雪
警
報
や
風
雪
注
意
報
を
、

山
に
新
雪
が
多
く
積
も
っ
た
り
気

温
が
高
く
な
っ
て
な
だ
れ
に
注
意

を
要
す
る
場
合
は
な
だ
れ
注
意
報

を
、
湿
っ
た
雪
が
強
く
降
る
な
ど

電
線
へ
の
着
雪
に
注
意
を
要
す
る

と
き
は
着
雪
注
意
報
を
発
表
し
ま

す
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
地
方
気
象
台
総
務
課

☎
0
1
6
6
・
3
2
・
7
1
0
1

　

毎
年
、
雪
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
と

除
雪
機
に
よ
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
除
雪
機
を
使
う
際
に
は
、
次

の
点
に
注
意
し
て
操
作
し
ま
し
ょ
う
。

・
作
業
を
行
う
前
に
、
必
ず
取
扱
説

明
書
を
よ
く
読
ん
で
、
正
し
い
使
い

方
を
理
解
し
ま
し
ょ
う
。

・
雪
詰
ま
り
を
取
り
除
く
と
き
は
、

必
ず
エ
ン
ジ
ン
を
停
止
し
、
回
転
部

（
オ
ー
ガ
、
ブ
ロ
ワ
）
が
完
全
に
停

止
し
て
か
ら
雪
か
き
棒
を
使
っ
て
行

い
ま
し
ょ
う
。

・
発
進
時
は
、
転
倒
し
た
り
、
挟
ま

れ
た
り
し
な
い
よ
う
、
足
元
や
後
方

の
障
害
物
に
は
十
分
注
意
し
ま
し
ょ

う
。

・
除
雪
作
業
中
は
、
雪
を
飛
ば
す
方

向
に
人
、
車
、
建
物
が
な
い
こ
と
を

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
除
雪
機

の
周
り
に
は
絶
対
に
人
を
近
づ
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

社
団
法
人　

日
本
農
業
機
械
工
業

　

会
・
除
雪
機
安
全
協
議
会

　

☎
0
3
・
3
4
3
3
・
0
4
1
5

広報なかがわ
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第29回全日本クロスカントリー音威子府大会
音威子府村

と　き　12月25日（日）～27日（火）
ところ　音威子府クロスカントリーコース
内　容　高校生から参加できる本大会にはワールドカップ
　　　　出場者や次のオリンピック出場が期待されるメン
　　　　バーも多数出場予定です。日本のトップレベルの
　　　　走りを見ることができます。観戦料は無料です。
　　　　多くの方々からの声援をお待ちしています。
問い合わせ先
　　　　音威子府村教育委員会　☎01656－5－3356

天塩川だより
～近隣のまちの情報をお届けします～

（上川北部地区広域市町村圏振興協議会提供）

正
し
い
操
作
で

正
し
い
操
作
で

　
　
　

安
全
除
雪

　
　
　

安
全
除
雪

正
し
い
操
作
で

正
し
い
操
作
で

　
　
　

安
全
除
雪

　
　
　

安
全
除
雪

正
し
い
操
作
で

　
　
　

安
全
除
雪

冬
特
有
の
気
圧
配
置
と
警
報
・
注
意
報

気
象
台
か
ら



　

愛
食
運
動
の
輪
を
よ
り
一
層
広

げ
て
い
く
た
め
、
「
地
産
地
消
」

「
食
育
」
な
ど
の
活
動
を
実
践
し

て
い
た
だ
く
、
『
道
内
の
企
業
や

団
体
（
支
店
、
支
部
を
含
む
）
及

び
3
名
以
上
の
グ
ル
ー
プ
』
を
募

集
し
ま
す
。
「
愛
食
応
援
団
」
の

取
り
組
み
は
道
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

な
ど
で
広
く
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

■
申
請
先

　

•
申
請
者
の
所
在
地
が
あ
る
総

　
　

合
振
興
局
ま
た
は
振
興
局

　

•
申
請
者
の
事
務
所
な
ど
が
複

　
　

数
あ
り
、
所
在
地
が
2
つ
以

　
　

上
の
総
合
振
興
局
ま
た
は
振

　
　

興
局
を
ま
た
が
る
場
合
は
道

　
　

庁
農
政
部

【
問
い
合
わ
せ
先
】

北
の
め
ぐ
み
愛
食
応
援
団
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

事
務
局

☎
0
1
1
・
2
2
3
・
2
2
6
7

　

預
金
保
険
制
度
と
は
、
金
融
機

関
が
預
金
保
険
料
を
預
金
保
険
機

構
に
支
払
い
、
金
融
機
関
が
破
綻

し
た
場
合
に
、
一
定
額
の
預
金
な

ど
を
保
護
す
る
た
め
の
保
険
制
度

で
す
。

　

預
金
保
険
制
度
の
中
で
は
、
同

制
度
の
対
象
と
な
る
金
融
機
関
、

対
象
と
な
る
預
金
な
ど
と
保
護
の

範
囲
、
同
制
度
で
保
護
さ
れ
て
い

な
い
預
金
な
ど
の
取
り
扱
い
、
金

融
機
関
が
破
綻
し
た
と
き
の
預
金

保
護
の
仕
組
み
（
保
険
金
支
払
い

方
式
、
資
金
援
助
方
式
）
な
ど
が

定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

預
金
保
険
制
度
を

　
　
　
　
ご
存
じ
で
す
か

住民基本台帳の
閲 覧 状 況

北
の
め
ぐ
み
愛
食

　
　
　
　
　
応
援
団
募
集

　

制
度
の
詳
細
は
、
金
融
庁
と
預

金
保
険
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
制
度
の
資
料
を

ご
希
望
の
方
は
、
旭
川
財
務
事
務

所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
先
】

旭
川
財
務
事
務
所

☎
0
1
6
6
・
3
1
・
4
1
5
1

金
融
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　

http://www.fsa.go.jp/
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期間
　平成22年11月から平成23年10月

閲覧件数
　１件

【問い合わせ先】
　住民課住民サービス室
　　　　　　　　　　 ☎7－2814

広報なかがわ
2012. 1月号13

お 知 ら せ



〒098-2892  北海道中川郡中川町字中川337番地　☎（01656）7－2811
中川町HPアドレス  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp
中川町携帯用サイト  http://www.town.nakagawa.hokkaido.jp/i
　　　　　　　　　　　　　　（NTTドコモの「i-mode公式メニュー」からもごらんになれます。）
E-mailアドレス  nakagawa@hokkai.or.jp

携帯用サイトアドレスが二次元バーコードで簡単入力可能
（ご使用にあたっては、携帯の取扱説明書をごらんください）

町の人口
（11月30日現在）

人　　口

男

女

世 帯 数

1,829人（－2）

903人（＋3）

926人（－5）

901戸（－2）

発行　中川町　　編集　総務課総務町政室　　印刷　国　境

（　）は前月末との差を示します。

　年の瀬の風物詩とし
ておなじみの餅つき。町
内会や自治会などの各
種団体で今年も餅つき
をした方も多いことでし
ょう。幼児センターで行
われた餅つきでは、小さ
な体いっぱいに力をみな
ぎらせ、大きな杵を振る
う元気な様子に、会場は
温かい気持ちに包まれま
した。

　吉川ヨシノさん（中川地区在住）が、東日本大震災で被災された方へ
届けてほしいと、手編みの手袋や靴下などをつくってくださいました。
身も心も温まるこれらの品物は、これから寒さが厳しさを増す東日本大
震災の被災地へ送り届けました。
　なお、役場を通じた被災地への支援物資の受付は、終了しています。

被災地へ、温かい気持ちとともに
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